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News Topics ま ち の
わ だ い

時代劇の風情と花しょうぶの情緒を感じて

　八幡中学校の和太鼓クラブ「八中太鼓」と江州音頭
を学ぶ小学生のサークル「はちまん江州音童」が、日
頃の練習の成果を披露し合う初の演奏会「響け！故郷
のリズム」が日牟禮八幡宮の能舞台で開かれました。
それぞれお揃いの法被姿などで登場した約 40 人の小・
中学生は、息の合った力強い太鼓のリズムや近江八幡
の情景を描いたオリジナル曲をのびのびと披露。約
３００人の観客から手拍子や盛んな拍手を浴びていま
した。

日牟禮八幡宮能舞台で
八中太鼓とはちまん江州音童が初競演五穀豊穣を願う「新穀献納お田植祭」

６月16日

６月９日

６月９日

　この日は、八幡堀周辺で２つのイベントが開催。近江八
幡観光物産協会員や有志たち約 30 人が、武士や編笠の浪
人、町娘などに扮し八幡堀周辺を歩く「時代劇のまち近江
八幡」では、参加者が観光客らの求めに応じて写真撮影を
したり、見どころを教えたりしてもてなしました。
　また、明治橋付近の堀端では「八幡堀を守る会」による

「花しょうぶ茶会」があり、琴の音が奏でられる中、ボラ
ンティアグループ「八幡山の景観を良くする会」と「たね
や」の協力を得て用意したお茶や和菓子 250 人分を地域
の人や観光客にふるまいました。

　五穀豊穣を願う「お田植祭」が安土町内野で行われ、
法被姿の児童らが近江米「みずかがみ」の苗を手植え
しました。「新穀献納」は、皇室行事である新嘗祭（本
年は代替わりとなり大嘗祭と呼ばれる）の一連の行事。
 　植えられた苗は、内野営農組合の組合員により大切
に育てられ、8 月に稲刈りの儀式「抜き穂祭」が行われ、
10 月下旬に皇室に新穀が献納されます。
 　市内では昭和 61 年に安土町下豊浦で行われて以来、
33 年ぶりとなります。
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上級生が下級生を見守り登山
「島アドベンチャー」

わがまちに「啓発キャラバン隊を！」
疑似体験で知的障がい学ぶ

駅前通りの楽市楽座にぎわう
命日しのぶ「信長まつり」

赤こんリポート                                                             馬場 利男リポーター

赤こんリポート                                                                  東 恵子リポーター 赤こんリポート                                                             的場 保典リポーター

ありがとうございます！
市内就学前施設に横断旗を寄贈

６月18日

　島小学校では 11 年前から異学年の集団で、地域の山（奥島山）
を登る体験をとおして、豊かな人間性や社会性、ふるさとを愛
する心を育むことを目的に「島アドベンチャー」を行っています。
　５月 24 日、６班に分かれて午前９時に学校を出発。青空の
もと、休暇村小田ヶ浜グラウンドをめざし、登山が始まりました。
登山中は休憩をとりながら、途中、低学年が疲れているの見て
高学年がかばんを持ったり励ましたりしていました。そんな児
童の姿から、たてわり活動を通して自然の中で異学年交流を深
め、協力・やさしさ・思いやりの気持ちが育っていくことを感
じました。

　「知的障がい」をみんなに楽しく理解してほしいと６月９日、
ＧーＮＥＴしがで、兵庫県たつの市で活動する知的障がい者擬似
体験チーム「ぴーす & ピース」を招いて研修会が行われました。
　近江八幡市障がい児者保護者連絡協議会の勉強会として開いた
もので、保護者や支援関係者など 42 人が参加。研修会では５つ
の疑似体験を行い、中でも「声かけしてみよう」では、軍手を二
枚重ねではいて、お札を数える時に「早くして！」とせかされた
人の立場を体験。知的障がいの人の手先の不器用さと声かけの大
事さがわかりました。
　同連絡協議会では、今後、キャラバン隊を発足し、地域の自治
会や学校などで活動したいと考えています。

　安土小学校をメイン会場として６月２日、織田信長公をしのぶ
「第 35 回あづち信長まつり」が開催されました。
　武者行列は、信長公の発声を皮切りに、活津彦根神社からＪＲ
安土駅、安土小学校へ向けてパレードしました。今回、初めての
取り組みとして、安土コミュニティーセンターからＪＲ安土駅ま
でを楽市楽座（歩行者天国）として 50 以上の出店が並び、その
前を武将たちが太鼓の音に合わせて勇壮に行列を披露しました。
　昨年度、安土学区では高校生以上の住民に意識調査を実施し、
その結果にも駅前の活性化を望む声が多くありました。今回の信
長まつりが、学区民の望みをかなえるきっかけになるかもしれま
せん。

Facebook
ページは
こちら

　幼児を巻き添えにした悲惨な交通事故が全国や県内でも頻発
するなか、幼児の交通安全を守る一助にと、近江八幡地区交通
安全協会（上阪廣子会長）から近江八幡市・竜王町の公私立の幼
稚園・保育所・認定こども園などへ横断旗１００本を寄贈いた
だきました。
　上阪会長は「子どもの安心安全のために、ぜひ活用いただき
たい。また、横断旗の効果的な使い方も伝えていきたい」と話
しました。
　交通事故のないまちをめざし、有効に活用させていただきます。


